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譲儀礼が実行される。
左中郎将李伏、太史丞許芝表言「魏當代漢、見於圖緯、其事衆甚。羣臣因上表勧王順天人之望、 王不許。冬、 十月、 乙卯 漢帝告祠高廟、使行御史大夫張音持節奉璽綬詔册、禅位于魏。王三上書辞譲 乃為壇於繁陽、辛未升壇受璽綬、即皇帝位、燎祭天地、嶽瀆、改元、大赦。
詳細は三国志文帝紀注の禅代衆事に譲るが、要約すると臣下の一人が
禅位を勧進し群臣も同意するも王は断る、再度別の臣下が勧進し群臣も勧めるが王は故事道義により断 。漢帝が禅代詔を出し群臣 めるも断る。これより勧進・拒絶・詔が繰り返され、三度の繰り返した後に王が禅位を承諾、册詔を受け日取りを決め、璽綬を拝して皇帝位に就く。同注の魏氏春秋も儀礼を通 て「尭舜の事を知れた」とする。
先学はその内容に尭舜の故事・記述（唐虞之道）の引用を指摘、孫氏
は即位の禅譲文・告天文に着目、それに論語尭曰の部分の引用を指摘する。古橋氏は経書解釈について論じ 皇帝璽綬の受領・告天と尚書の記述を対比する。璽綬 受領し皇帝 に就き、翌日の告天燎祭をし即位を報告、 天子となる構図は先学がほぼ見解 同じくする。自称天子でなく天の認可を得る形である。天子即位では 百官だけでなく諸国の人々列席するのも重要で皇帝は国内実務、天子 天地祭礼及び国外 慰撫徳化の役割を持つという区分を考えるべきで、告天文で「皇帝臣某」なは、告天時には天子でないと推察する。尚書の記述引用は正月の祭礼様子で 文 同意箇所がある。古橋・渡邉両氏は魏公卿上尊号奏を挙げる。それには 頭が尚書、中盤で論語尭典を用い 曹魏 舜の末裔とし、禅代衆事 も辛酉の上奏にある。これらから漢魏交代は尭舜に倣っているといえる。
今回漢魏交代の流れ、用いられた故事や記述を考察した。曹父子によ











夏五月、天子進公爵為魏王。代郡烏丸行単于普富盧與其侯王来朝。（中略）秋七月、 匈奴南単于呼廚泉将其名王来朝、 待以客礼、 遂留魏、使右賢王去卑監其國。
主 「漢」 より補佐 「魏」 の力が強い事が判る。 これは古の政治体系に近く、
上博楚簡「容成氏」でも明らかである。また彼は魏書注等で帝位を望まないとする。彼は「王莽の禅譲」を改善し、待望される皇帝即位 ため前例伝承を研究していたと推察される。彼の没後曹丕が後継し、数ヵ月後に漢魏交代となる。続 て禅譲儀式・経過をみる。 献帝・臣下から譲位を打診・勧進され、即位儀礼を完了するまで 禅譲の最終工程とする。三国志等は、曹丕が後継して以後、様々な事象 経て十月に禅
と謙遜拒絶（複数回）⑥册と璽綬受諾、告天燎祭と確認した。尭舜故事を中心に経書を絡め、怪しさの排除で簒奪のイメージを無く 、禅譲論の完成・成立をみたのである。参考文献【敬称略】
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